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竜巻エンジン V3特許の無償提供について

2015.08.25 初版制定

グラビティエンジニアリング株式会社

代表取締役社長 都田 隆

竜巻エンジンは安い部品でシンプルに構成されているが、人類史上最高の発明品の１つ

だ。燃料を使わないエンジンはかつてなかったし、莫大なエネルギーを創出できることは、

台風や竜巻が証明済みで、それは常識でもある。

高速増殖炉や核融合などの研究開発に投じられたきた予算は数兆円にもなるだろう。そ

のような大金を投じても開発しようとするのは結局はエネルギーが得たかったからである。

開発に成功してもとても危険なものであるし、建設費も莫大であり、小型化は不可能であ

り、身近な工業製品になるようなものではない。その価値は竜巻エンジンとは比較になら

ないほど劣っている。相対的に竜巻エンジンには数兆円以上の価値がある。開発費と発明

の価値は比例しない。飛行機は今では巨大な産業になっているが、その発明の要点は単に

翼の形状を考えたというだけである。

ロケットは大爆発の恐れがありとても危険でコストがかかり過ぎる。アポロが月に行っ

てから 50年ぐらい経つがほとんど技術的に進歩していない。今後どんなにロケット技術を

進歩させても一般人が旅行に使えるような交通機関にはならない。そろそろ見切りをつけ

次の技術革新を目指した方がいいのではないか。

竜巻エンジンを家電や自動車などの工業製品に搭載すれば、搭載していない他社は対抗

できなくなる。それは竜巻に突撃しても勢いを止められないのと同じようなことで、竜巻

エンジンは既存のシステムを一新させる潜在力を持っている。

革新的なものは既得権益者にとって脅威であることは確かだ。手段を選ばず阻止しよう

とする企てがあったことも知っているが、人類は絶滅の危機である地球温暖化問題を何と

か解決しようともしている。誰も有効な解決策を見い出せず困っていたのではなかったか。

やっとのことでその最良の解決策を発見したのに阻止しようとするのは人類を滅亡させた

いということなのか。いや、人類を滅亡させたい人間は一人もいないだろう。結局は全て

の人は私側にいるのだ。

間違ったことを続けてきた組織で急に正しいことをしようとすれば反逆者だと見なされ

る。自浄作用が機能していればその反逆者の意見も通るが、硬直していれば反逆者は粛清
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される。内部に修正を望む人が多くいても言い出せないのは万国共通の組織の特徴である。

他に影響力がない組織であれば、何をしていようとかまわないが、間違った影響力を外部

に放出し続ける組織は伝染病の感染源のように問題ある。硬直した組織に自浄作用は期待

できないから、正すためにはその組織外でやるしかない。それはその組織の内部の多くの

人も実は望んでいる。蜂の巣を突っつくようなことをすると猛然と反撃してくるので「あ

るがままにしておく」のが良く、やがて時間がたてば自浄作用を回復するだろう。ガリレ

オは弾圧されたが、その後に認められたのと同じである。私は基本的に自由を尊重する個

人主義者だ。差し出がましいことは言いたくないと常々思っている。過去は変えられない。

未来を良くしていければそれでいいと私は思っている。

竜巻エンジン V3は日本で特許出願済(2014年 10月 3日出願)である。まだ審査請求はし

ておらず、特許権を取得していないが、出願しただけでも一定の権利を有している。他社

が竜巻エンジンを製造販売すれば将来販売の差し止め請求を受ける可能性がある。そのた

め他社は当社（グラビティエンジニアリング株式会社）の許可なく竜巻エンジンを製造販

売できない。

竜巻エンジンの実用化を妨げる非合法の抵抗勢力がまだ少し残っているかもしれないが、

原子力発電所を建設するような大きな障壁はない。公共の利益のためにはなるべく早く竜

巻エンジンが実用化されることが望ましい。電化が進んでいない発展途上国の人々にとっ

ては特に有益だ。砂漠地帯を緑豊かなオアシスにもできる。しかしながら、当社は規模が

小さくとても世界の需要に応えることはできない。当社の利益より公共の利益を優先した

い。そこで条件付きながら、無償で竜巻エンジンの製造販売を許諾したい。戦力の逐次投

入はしないと誰かが言っていたが、これもその類のものである。フリーエネルギーだけで

はなくフリーライセンスにする。その条件とは以下である。

(1) 2016年 03月 01日～2016年 08月 31日 の期間内に 10台以上の竜巻エンジンを製造販

売した法人には当社から何らかの使用料の請求や販売差し止め請求を永久に行わない。

(2) 販売の形態は単独の発電機としてだけではなく、冷蔵庫やエアコンなどの家電に組み

込んだものや、自動車等のあらゆる工業製品に組み込んだものでもよい。

(3) 販売の形態には発電機としての機能を有することを明らかにするため電力の出力端子

があることが望ましい。

(4) 当社から照会があった場合は当該期間内に 10台以上を販売した証拠を提示する義務を

負う。

(5) 製造販売の事前、事後の当社による個別の承認は必要ない。

(6) 製造販売する法人が属する国は限定しない。

(7) 特許は出願したのみで先願調査はしておらず特許権は取得していないため、他の特許
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と競合しても当社は関知しない。

(8) 万一、本特許に関する権利が他社に移ったとしても、ここで述べた約定は引き継ぐも

のとする。

(9) この特許に関して、当社は説明、保証等のあらゆる義務を負わない。

そのまま勢いに乗って宇宙船まで作っていただけるととてもうれしい。そうなれば長く

険しい迷路からやっと解放されることになる。

間違った考えから得られる結果も間違っている。そんなことを続けても何の成果も得ら

れない。だから５０年前に月に行けても、今は行けないのだ。間違ったことを修正するの

は当然のことだ。誰かが修正しなければ物事は改善されない。改善されなければ座して死

を待つようなことになる。いずれは通らねばならない迷路の出口だ。間違った常識は英知

ある人々の協働によって乗り越えて行ける。

以下、誓約書である。
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